
 

 

「マルチステークホルダー方針」 

 

当社は、企業経営において、株主にとどまらず、従業員、取引先、顧客、債権者、地域社

会をはじめとする多様なステークホルダーとの価値協創が重要となっていることを踏まえ、

マルチステークホルダーとの適切な協働に取り組んでまいります。その上で、価値協創や生

産性向上によって生み出された収益・成果について、マルチステークホルダーへの適切な分

配を行うことが、賃金引上げのモメンタムの維持や経済の持続的発展につながるという観点

から、従業員への還元や取引先への配慮が重要であることを踏まえ、以下の取組を進めてま

いります。 

 

記 

 

１．従業員への還元（必須記載） 

当社は、常に新しい食の文化を創造し続ける「EARTH FOOD CREATOR（食文化創造集団）」

として、環境・社会課題を解決しながら持続的な成長を果たすことを経営ビジョンとして

掲げています。このビジョンの実現に向け、人材への取り組みを加速させており、Job型

人事制度の確立に加え、従業員の適所適材の実現による生産性向上や付加価値の最大化を

図っていきます。成長により生み出した収益や成果は、自社の状況や社会動向を踏まえ、

適切な方法により賃金の引上げを行うとともに、福利厚生や働き方の選択肢の充実等を含

めた総合的な労働条件の向上と、従業員エンゲージメントの向上や人材育成の拡充等の人

材投資に積極的に取り組むことを通じて、従業員への持続的な還元を目指します。 

具体的には、賃金の引上げについて、世間動向に則した全体の底上げの他、市場競争力

ある賃金水準への引上げに取り組んでまいります。また、人材投資については、人的資本

の充実に向け、多様な属性や価値観を持つ従業員が活躍できる職場環境の構築や、社員の

自律的なキャリア形成を支援し、健全な社内競争を生み出すことを目的に開講した企業内

大学「NISSIN ACADEMY」において、OJTでは習得しづらい幅広い知識やスキルを体系的に

学ぶことができる環境作りに取り組んでまいります。 

 

２．取引先への配慮（必須記載） 

当社はパートナーシップ構築宣言の内容遵守に、引き続き、取り組んでまいります。 

 パートナーシップ構築宣言の登録日 

【令和５年４月２４日】 

 パートナーシップ構築宣言のＵＲＬ 

【https://www.biz-partnership.jp/declaration/28589-05-01-tokyo.pdf】 

 

 

 

 

 

 

 

 



これらの項目について、取組状況の確認を行いつつ、着実な取組を進めてまいります。 

 

以上 

 

令和５年５月 1日 

 

       日清食品株式会社       代表取締役社長 安藤徳隆             

法人名         役職・氏名（代表権を有する者） 


